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　　　　　　　 第 1章　まえが き

　 婦入科領域 の みな らず ， 他科 に於 て も悪 陸腫瘍

早期診斷に 利 用 され ， しか もか な りの 適中率 を示

して い る Papanicolaou及 び Traut の 細胞 1璧的

診 斷法 は ， 最近で は應用範 圍が更 に擴大 され ， 吾

領城 に於 ては 子 宮癌根治手術後再發 の 早期診斷 ，

癌細胞 の 放射線性變化 の態度 にょ る豫後剣定等 が

考慮 される に至 り， 又 私 は先 に 抗癌劑投與 時の 子

宮頸 癌腟塗抹細胞所見 を以て 抗癌劑 の投與基準及

びそ の 療法 に よ る豫後到定 の 一助 とな し得 る こ と

を報告 した．

　放射線に よ る腟塗抹細胞所見 に 關 して は ， 既に

Ruth　M ．　 Graham の 詳細な報告が あ り， 本邦 に

於て も牧野 ， 中村氏の 發表 が あ る．Graham 等 は

放射線療法後 の 塗抹診に は相當困難 が あ る こ とを

認め ， 20 日間 に X 線 6，000r と 4 日閻 に ラヂウ ム

2
，
000mgh 照射 した 患者か らの 標本 に つ い て ， 正

常細胞及 び 癌細胞 の 放射線性變化 の經過 を追求 し

て い る ．然 し こ れ らX 線量 はすべ て皮膚表面量 を

求 め て お り， そ の 他 Co6D照射時の 發表 もあ る が ，

や は り同様 に皮膚表面量 を基準 に して い る．しか

しなが ら皮膚表面量 を同量 に して も 癌病藁部 に到

達 す る線量 は各個人 に於て異る こ とは 云 うまで も

ない の で ， 放射線 に よ る癌細胞 の 變化及 びその豫

後到定 に は表面量 よ りも 深部量 を冐標 とすべ きで

あ り， 從 つ て腟塗抹細胞の 放射線によ る變化 が，

豫 後到定 に役立 た せ る こ とが で きる か どうか の 檢

討 も當然深部量 と關連 さぜ て 檢討すべ きで あ る ．

依 つ て 我が 教室 に於 て は 白木式深部病集測定器 の

政 良器 を用 い ， 深部病欒照準 ， 及 び深部線量 を測

雄 して居 り， 私 は そ の 經 過中の 膣塗抹細胞 の變化

を觀察 した の で以下報告す る．

　　　　　　　第 II章　豐驗方法

　 第 ユ節　実驗材料及 びそ の 採取方法

　 材料 として は 子宮頸癌 の 手術不能例及 び手術後の 再発

例 の 膣内容を用い た．

　 材料採 取 には乾燥膣鏡を插置 し，綿球で清拭した後，

子宮口 及 び 腟壁 を綿球で擦過し ， 附着し た腟内容物を ス

ラ イドグ ヲ ス に塗抹 レ た．

　 第 2 節　標本作製方法

　 被檢材料を塗抹 し た ス ラ イ ド グ ヲ スは乾燥する こ とな

く， た 貧 ちに 95％ エ チ ー
ル ア ル コ

ー
ル ・エ

ー
テ ル 等分液

で固定 し，染 色は Papanicolaou 　 EA 　 36染色法の 我 女

の 変法に よ つ た．

　 第 3節　当數室 に於け る放射線照射方法

　 x 線深部照射法

　裝置は マ ツ ダ KXC 型，管球電流 25mA ，
二 次 電圧

200K ▽ ， 濾通板 1．OmmCu 十 〇．5mmAl ，皮慮焦点距離

40cm，照射野 10 × ユOcm2，毎囘 4 分，皮膚表面量毎囘 426．4

r
，　 4 〜 6門照射 ， 通常 1 週聞問隔で ， 各門 3 囘照射

し，総深部量｝ま人 に よ っ て異る が 大体 1
，
100〜2

，
000rと

し た．

　Co60照射法

　 マ ツ ダ RIT1 型 ， 線源 CD6°

ユOOC ， 皮膚焦点距離

30cm， 照射Ve10xlOcm2， 毎囘15分 ， 皮膚表面量 23Tr・

6 門照射， 通常 1 週間間隔 で 各門 4 囘照射 ， 総深部量

2，eOO〜2，500r とした ．

　 ラ ヂ ウム 照射法

　 1 囘量 50   ，
10時間 で， エ ク

ー
ル 約 8，000mgh を標

準 と した。

　 X 線 ，
Coeo の 深部病集照準及 び 深部線量測定 には 白

木式深部病集測定器 の 沢崎，新見 に よ る改良器 を 用い る

我歡室独特 の 方 法 に よ つ た （以 下 線 量 とい うの は 深部線

量 の 意味であ る）．

　　　　　　 第 皿 1章　實驗 成績

　第 1 節　正 常 細胞の 変化に就 い て
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　更年期婦入 の 腟内容塗抹標本所見が ， 成熟婦人に比 し

て 変化が 多 い こ とは Papanicolaou そ の 他 に よ っ て認め

られ てお り， 叉廣汎子 宮全剔術 に よ る 卵集除 去 の影響も

軽覗す る こ とは で き ない ．本実驗に使用 した患者は手術

不 能例若 し くは ，手術後再発例であ るか ら， 特に こ れ ら

の 点を考慮に入れて檢討 した．

　重層扁平上 皮各層細胞中最も早期に放射線性変化を示

すの は ， 基 底細胞及 び深 層 細 胞 で あ り ， 表層各細胞は こ

れ よ り遲れて 変化が 現れ る。

　細 胞 の 変化 ：細胞に認め られる変化と して は 細胞膨大

及び変形で あ る。うち 最 も著 明 な 変化は 細胞膨大 で あ

り， 核及 び 細胞質共 に原形の 2 〜 3倍に 達す る．こ の際

に特異 な こ とは 核 と細胞質の 比率は 不変で常に
一

定値 を

保 つ こ とであ る．夊 こ れ ら膨大細胞は ， 正 常大紹胞 と混

在 し ， そ の 変化は必ず し も全細胞 に 及ぱ な い し，交各層

細胞 の 内 ， 比較的表層細胞 に多 く認め られ る．

　変形 も放射線性変化 の 内重要な所見で ， ア メ
ーバ 形，

或は不整形 を呈 し， 更 に強い 変化 と して 遂 に細胞融解に

至 る。

　細胞質の 変化 ：空泡形成，不透明化，染色性低下 ， 白

血球負食俵の 所見を 呈す る．空泡形成 は 細胞膨大と共に

放射線性変化の 最 も著明な変化の
一

っ で あ り ， 小 空 泡 が

数個或は大空泡が 1個〜数個出現し，時 に は巨大空泡が

細胞質全域を占めて ， 核 を邊縁 に圧排す る 場合も見 られ

る．こ れは各種細胞に
一様に認め られる 所見で あ る．不

透明化も多 く認められ る所見で，溷濁不透明部 を ， 精細

に観察 す る と細胞質は 線維網状構造を呈 して い る．

　叉
一般に染色性 の 低下する傾向があり，細胞質は 淡染

す る．そ の 他，正 常細胞 に 見 られ る所見 と して表層上部

細胞及 び 表層下部細胞の 多 核 白血 球貪食が あ る．

　核 の 変化 ：空泡形成 ， 染色性変化 ， 多核形成，核膨

大 ， 核変形崩壊，異常分裂の所見を 呈す る．

　空泡形成は 細胞質 に於 け るそ れ と同 様 に放射線性変化

の重要な所見であ る ．小空泡が 核周邊部 に数個 認 め られ

る こ とが 多 い ．大空泡を形成するこ とは稀であ る．一
般

に 深層細胞 に著 弱 に現 れ ， 叉後述す るが 癌細胞 に特 に 著

明 に認め られ る．染 色 性 は淡染す る 揚合が多 く，深層細

日産婦誌10卷 4号

胞に強 く現わ れ る．多核形成 は 1 〜2個或はそ れ以上 の

多核が認められ る が ， 個々 の 柳 謂 形或は 楕円形で殆 ど

同 大であ る こ とが多い ．こ れは表層細胞 に多 く認め られ

る．核膨大は 前述の 如 く細胞膨大に 庠っ て屡 鳶 現れ る所

見で，細胞質 との 比率は
一
定であ る，核変形 として は 核

膜 に凹凸を 生 じ，或は
一部破壊さ れて変形す る．こ れは

深層細胞に．多 く見 られ る ．

　第 2節　癌細胞の 変化 に就い て

　細 胞の 変化 ：細胞膨大及び変形 で ，膨大は 正常細胞程 に

著明では ない ．変形 は著明で細胞崩壊像まで認められる・

　細胞質の 変化 ：空泡形成，不透明化 ， 染色性低下 の 所

見 は 正 常細胞 と同様であ る．

　稼 の 変化 ：空泡形成，染色性変化 ， 多核形成，核膨

大 ， 核変形崩壊，異常分裂等であ る．癌細胞に は放射線

の影響 を 受 けな い でも多核を認めるこ とが多い の で，そ

の 判別は 因難で あ るが ， 放射線 が あ る
一
定線量 に 達 し た

時 に一
時的に多核細胞 の増加を認 め得 た．核崩壊は正 常

上 艮 細胞 の 場 合 よ り著 唄 で あ る．異常分裂に 関 して は多

核形成が
一

時的 に 増加 す る時 に多 く見られ ， 染色体散亂

或は 分裂中期 以後に於 い て染色体の 凝集 せ る 像 が 見 ら

れ た．以 上 が各種放射線即 ちX 線，Co60， ラ ヂ ウム に共通

した 細胞学的変化であ る．

　 第 3節　各種放射線深部量と細胞の 変化 に就 い て

　 （1 ） X 線照射 （第 1表參照）

　 1） 正 常 細 胞 ： 基 底細胞 と深層細胞の 染色性低下が先

ず現れ る．こ れはX 線 5eo〜 55Gr， 平均529。5　r 照射

時 に認め られ ， 次い で細胞質内 に小 空泡形成が見 られ ，

空泡 が 大 とな り，次第 に著明 とな る の は　800〜 850r，

平均 817．5r時 に認 め られる． 巨大空泡を認め る の は平

均 1，400r時であ る．　こ の時期に細胞の膨大が現れ る．

原形 の 2 〜3 倍 に膨大す る が ， 前述 の 如く核 、細胞質 の

比率は不変 で あ る．同時 に細胞の 変形が現れ る．然 し多

核細胞 は認め られ な い．変形の 強い 場合は殆 ん ど原形を

留 め ぬ迄崩壊す る こ とも認 め られた。

　 核空泡形成は ユ，OOOr時 に ， 核崩壊 は 1，400r時 に認 め ら

れ た．

　 表層細胞 の変化は深層細胞よ り暹れて 出現す る こ とは

第 1 褒 　 X 線 に よ る 影 響
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前述 の 通りであ る．即 ち 8DOr 以後に 細胞質の小空泡形
成が認 め られ ， 1，  OOr時 に 細胞膨大 ，　染色性低 下 ，

ユ
・
4eo・ 時 に細胞変形が認め られ， 一

部細胞膜の 破壊 し

た像 を認め る．　しか し核 の 変化は遲 く，
1

，
500r時 に初

め て 染色性 低下 ， 空泡形成が 見 られ ， 次第 に崩 壊 が起 つ

て 来 る．多核形成も1，500r 照射終了後に初 め て認 め ら

れ る．一
般 に表層細胞 に変化が現れ るの は遲 く，且つ 平

均 1，500r照射終了後に強 い 変化が 出現する．

　 多核自血球の出現は X 線照射時 に も著明であ る が，白

血 球 の増加は，個入 に よ り，叉 癌発 育程 度 ， 炎症 の 有無

に よ り異 るが ，一
般 に約 1，000r照射後に増加 し， そ れ以

後 に 白血 球貪食像が認め られた．

　2） 癌細胞 ：約 500r 時 に先 ず現 れ る の は核の 空泡形

誠 で あ る・ つ い で細胞質 に d・空泡が 出現 し ， 90D塒 に

核染色性低下 を認 め ，
1

，000r時 に細胞は稍 罰彭大 し，著

明 な 細胞膨大 は 1，50Gr時 で，2，000r時 夊 は L500r 陦照

射 終了後 に初 め て 細胞崩壌を
一
部の 癌細胞 に認める．有

・糸分裂細胞は 1・200r時 に染色体 の散亂或は凝集像 を 認

め s 多核細胞の増加も見 られ た．有糸分裂細胞の 消失は

Tl，400rwa以後で あ っ た．癌細胞が X 線照射後消失す る迄
の 期間は ， 個人 に よ り3ζは癌進行如何に よ り，或 ぽ X 線

愚 受性 に より著明 な差が あ り，一
定 の 所見 は 認 め られ な

か つ た．

　本実驗 に於 ける症例では ， 全て癌細胞 は X 線 に よ り何

等 か の 変化 を示 し ， 変化 を 示 さな い 症例は認 め られ な か

つ た．

　 て2） Cofi° 照射 （第 2 表參照）

　 1） 正常細胞 ： X 線照射時 と同様 に，深層細胞に早 く

変化が 現れ ， 次第 に表層細胞へ と変化が及 ぶ．深部量 約

10er に て 氈 に細胞質 に小 空 泡 を認 め，400r時 に細胞質染

色性低下 ， 600r痔 に細抱膨大， 大空泡形成，核膨大，

核染色性 低下 ， 核空泡形成等が 見 られ る．1，000r時 には

変形及 び 細胞膜の 一部 崩 壌が 認 め られ ，
1，500r時 には こ

れ らの 変化が著明 にな る．

　 表層細胞 に於 い て は前述の 邇 り深層細胞 よ り変化は 稍

々 お そ く， 400r 時 に初 め て 細胞質 に 小塞泡の 形成を見

る． 500r 時 に細胞質染色性低下 ， 800r 時 に大空泡形

成 ， 細胞膨大，核染色性低下，核空泡形成，核崩 壌 等が

認 め られ る．1，500r 時 に初 め て 細胞変形，崩腰が出現

し， 核崩壊は 2，000f 時 に見られ た．尚 ， 多核 白血球貪

食は 300〜 400r 時 に認 め られ た．

　 （2） 癌細胞 ： 工OOr時 に 細胞質小空泡形成が出現す

る と同時 に染色性低下ボ認め られ る．細胞膨大 は 600r

時時 に 現 れ． 800r 時 に核染色性 低 下 と共 に小座泡を形

成 し，細抱質 に は 大空泡を認 め る．1，000r時 に一
部 の 細

胞 に核崩 壊及 び有糸分裂細胞の 変化 が認め られ る．即 ち

有糸分裂細胞染色体は散観或は 凝 集 し，分 裂停止 状態が

見 られ， 一方 多核細胞 の 増加が認め られ る． 1
，
500r時

には 細胞崩壊 が出現 し ， そ の 時 に は 有糸分裂細胞消失

し， 且 っ 多核細胞が 減少 し た．

　 （3）　ヲヂ ウ ム 照射 （第 3表參照）

　ユ）　工E常藩田胞 ：深層糸田胞は皀死に　500mgh　で糸円胞質空

泡 形成，染色性低下を認 め ，1，000皿 gh　で自血球貪食

所見 を認め ， 核空泡形成 ， 細胞膨大 を認め た．細胞変形

及 び細胞崩壊｝ま2，000mgh 照射 1寺初 め て出現し ， 稍 it遲

れ て 2
・
500mgh で核崩壊 が起 る。3 ，500mgh で は殆ん ど

の 細胞 に空泡形成が認められ た．

　表層細胞 に 於 て は，そ の 変化は 稍 ぐ遲 れ1
，
000mgh で

細胞質空泡形成 ． 染色性低下，多核細胞出現 を 認め ，

2・OOOmgh 　に核空泡形成，　 細胞膨大を認 め た ．4，000

第　2　表　　Coso　に 　よ　る　影　響

　　
総 深

解 、。。
1
、。。

細 胞 　　 　　 1
正 常 腟

塗 抹細 胞

　 癌 細 胞1

十

十

300

十
一

十

400500

十
一

十

十

600700800900 ユ，000

卅

一’
　 11
，
10011 ，200　　 1

卅

卅

、，4。。「ユ，5。。

卅

　 　 I　 　　 i
2

，
000！2，500F3 ，00。

　 　 I　　　　　　 I　　 1　　　　　　　　　’

卅 1卅

　 　 ＋

卅 1卅

第 3 表 ラ ヂ ウ ム に よ る 影 響

．1蕪量
：：二避 顰三量二≡竺1　　　500

正 常 腟塗抹細 胞

1，000 ［ 1，500
−．　　　　 1

痛 　　細 　　胞

十

葺トレ
・・喇 ・副 ・

・
… 1量… ol … 。・

十

卅

卅

卅 卅

帯
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492− 104 腟 塗 抹細 胞 に 及 ぼす 各種 放 射 線 の 影 響

mgh で細胞崩壊 ， 核崩壊 が現れ た．

　2） 癌細胞 ： 500mgh で細胞質染色性低下，空泡形

成 を 言忍め，　蕣田肩包膨丿く，　変形を認め，　1，000mgh 　l・こltま分i裂

細胞染色体散露し 或は凝集が現れ，2，000mgh で核空泡

形成，
3，500mghで有糸分 裂糸［1胞 消失 ， 多核細胞消失が

認 め られ た 細 胞崩臨 核崩嬲 ま 4，00。mgh 以後に出

現す る．

　　　　　　第 IV 章　總 猛豊びに考按

　子宮癌治療 に現在使用 し て い る各種放射線即 ち，X

線 ， ラヂウム 及 び 放射性同位元素 Co6°
の 腟塗抹細胞 に

及 ぼ す影響を，特に病集の 深部線量 と関連して檢討した．

　1． 対照 と して 放射線治療前数 日に亙 り腟塗抹細胞を

観察 した とこ ろ ， 軽度の 小空泡形成 を少数例 に 認め た に

過 ぎず ， 大空泡形成は放射線 に よ っ て現れる こ とを知つ

た ．叉 ， 核 に 於 け る変化 は 放射線治療前 に は全 く認 め る

こ とが出来な か っ た。こ の こ とは ，放射線が靜止 核及 び

特 に分裂核 に作用 して ， 核酸或は 核蛋白そ の 他の 合成に

障害を與 える こ とを 裏附 け てい る．

　放射線性変化 は 全例に於 て，同
一で は な く， 或は 著変

を 現す例，或は変化の 弱 い 例等 ， 極め て個入差がはげ し

い 。こ れ は 癌進行 の 如何 と，放射線感受性の 強弱 に よ る

結果であろう．故 に本実驗成績は 大略 の 平均値に よ らざ

る を 得冫ない ．

　 2． 細胞 の 変化 に就 い て

　 綱胞 に 認められる最初 の変化は 深層細胞であり， 次い

で表層下部及 び表層上部細胞の 順に 現 れ る，こ の こ と

は ， 批癌剤投與時 に も見 られ，共通 し た 事実であ る．

　細胞質に認められ る放射線性変化 の 重要 な もの は 空泡

形成であ る。こ れは 放射線作用 を受 け な い癌細胞 に も屡

k 認舫 れ る もの で 最 勧 ま小空泡で こ れ よ り次第に大型

の 空泡を形成 し て行 く．夊細胞質染色性 低下，細胞膨大 ，

細 胞変形，細胞崩壊等は放射線性変化に 特異なもの と さ

れ て い た が，私 が行 っ た 抗癌剤投興実驗に於 て もこ れ を

認 めてい る．

　 以上 の 変化は X 線 500r．Ce50100r，ラ ヂ ウム 500mgh

照射時 よ り現 れ る．核 に 認め ら れ る変化の 内 ， 重要な も

の は 空泡形成と， 多核形成で あ る．空泡形成 は X 線 800

〜1，eOOr，
　 C ・

6 °

は 600〜1
，
0。Or

， ラ ヂ ウ ム 5。0〜1・500

mgh に 認められる．多核細胞 の 出現は ， 表層細胞 と癌

細胞 に の み 見 ら れ，深 層細胞 に は認め られ な か っ た 。和

田氏 に ょ れ ば深層細胞 にお け る多核形成 は放射線 に よ る

影響以外 には認められ な い所見で特異的変化 としてい る

が ，本実驗では こ の 所見は見られなか っ た．多核形成 の

日産 婦誌 10卷 4 号

著明な癌細胞 に 於い て も
一

陦的に そ の 増加 を見る時期が

あ り，こ れらは す べ て 放射線に よ る 二 次白曝 常膿 の 結

果であ る．多核細胞は X 線1，200r，　Co601，0eOr，ラ ヂ ゥ 八

1，0   mgh に出現しは じめ る。

　細胞膨大 も重要 な変化の
一

っ で，抗麕剤投輿時 に見 レ

れ るが 如 き縮小は 放射線性変化 に は 全 く認 め られな い．

原形 の 2 〜3倍に膨大す る の みで，和田氏 及 び Grahanz・

の 報告 に よ る原形 の 5〜 5倍 に達する こ とは本実驗に於

て は 認められな か っ た．叉細胞の 核 と細胞質の 比率が 不

変 であ る こ とは放射線怪変化g）み では な く， 抗癌剤投與，

時 に於 い て も認 め て い る．変形は 深層細胞 ， 表層細胞 に

も現れ ， X 線ユ，400r，　Co6
° 1，00 r ，　ヲ ヂ ゥ ム 2，000〜2，，

500mgh よ り認め られる， 癌細胞では無処置群よ り変

形の 程度 が 強度で あ る・

　細胞膜破壊し， 細胞崩壊す る変 化は塗抹に よ る 器械除

操作 に よ つ て も出現す る が ， X 線1，400・ ・
C・町 ・000・ ラ

ヂ ゥム 2，000mgh 以後に認め られた．器械的操作によ

る もの との 判別は 困難であ るが ， そ の 出現率及び細胞質

の 逐 時 変化 に よつ て 区別 し得 る．

　表層下部細胞 以 上 の 表層細胞が殆ん ど自血 球の 塊を な

す所謂白血球貪食所見は ，放射線療法中に多数の 白血球

増加を見て後に現れ る も の であ る．白血球の 増加は個人

に よ 吸 癌発育程度 ， 炎症の 有無 に よ り 異 る が ・x 線

ユ，  00r，　Co6° 30  r
， ラヂ ゥ ム ユ，

ooemgh に出現す る．

それ 以後に於 い て 白血 球 貪食所見 が見ら れる が治療終了

時 に は減少 して い る．

　有糸分裂細胞に就い て は ，
Graham は 放射線性変化

を 示す癌細胞群 で は 殆 ど認 め られ な い で ， 若 し認 め られ、

ない な らば本腫瘍 は放射線性変f匕を 示 さ な い 分 化型 の 癌

腫 に 屬する と云 っ て い るが，本実驗に使用 した もの には

僅少で は あ るが 有糸分 裂細胞 を認 め．且 っ そ の 変化 を籬

察 し得た．即 ち癌細胞染色体散亂，凝 集像 を認 め る こ とが

で き る．即 ちX 線1，200r，　Co601，000r，ヲ ヂ ゥ ム 1，000m，

gh に 現れ る．放射線が 分裂細胞 に対 し ， 特 に選擇 的 に

作用す る こ とは ， 既 に報告 さ れ て い る が ，
こ れ ら染 色体

散亂或は凝集せ る分裂細胞は 分裂進行停止 して細胞 自体，

死滅 す る か，或 は 分裂逆行の 経過を た どっ て，分裂 中期 以．

後の 細胞では 多核細胞 を形成す る もの と考 え られ る。

　 3．各種放射線性変化 の 差 ｝こ就 い て

　 X 線， Co60，ラ ヂ ウ ム に よ る 細胞学的変化は 夫 ？t そ の

放射線の 種類が 違 うか ら互 に異 る こ とは 云 う迄もない ．

細胞の変化は X 線 500r ，
　 CofiOIOOr

， ヲ ヂ ウ ム 500mgh ・

よ り現れ る．X 線照射 ，
　 Coeo照射 を比較すれ ば Co60 の

尊

専
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場合 の 方 が ， 早期 に 且 っ 強度の 変化 を 現 わ して い る。即

ちX 線の 場合，深層細胞では 500r， 表層細胞では 800r

癌細胞 で は 500r で あるの に対 し ，
　 CG60 の 場合 ， 深層

細胞 では 1GOr ， 表層細胞では 400r ， 癌細胞では 100r

で変化が 起 る．大体 に 於 て 細 胞 変 化 よ り 見 れば ，Co60

の 線量は X 線の線量の
1
／2 叉 は そ れ 以下 に相当 し て い る

と考 え られ る。

　 ラ ヂ ウ ム の 作 用 は X 線，CG60 の 照 射 とは 方 法 を 異 に

し，直接 に作用する た め，細胞の変化もX 線，Co60 に

比 して早期旦っ 強度であ る の で比較対照す る こ とは で き

な い ．し か し放射線と し ての 細胞学 的変化 に特異な点 は

な か っ た．

　4ny細胞 の 放射線性変化の 推移は 各個人 に よ り著差 を

認 め る場合 もあ る が ， 本実驗では 治療開始 よ りの 各細 胞

の 変化を各放射線の 深部総線量の ほ 曵平均笹 に よ っ て 示

した．そ の 変化過程 の 概要は ，放射線照射 → 反應 → 変性

→ 破壊→ 消失の 経過をとる もの で あ る．しか し て 放射線

感受性 の 強度は ， 細胞 分化が 低 く， 未分化の細胞核をも

つ て い る もの 程強い ．即 ち癌細胞 が最も強 く ， 正 常細胞

で 獄 深層細胞，次い で 表層細胞 で あ る ．本実驗 で は 癌細

胞 は正常測胞 g 殊 ｝こ深層細胞 と大体同時期 に そ の 変化 が

現れ てい る．叉癌細胞 の 変化 は 正 常細胞 の そ れ に比 して

強度 で あっ た．癌細胞 の変化 で 最 も重要 な も の は 核空 泡

形成で あつ て ， 勿論正 常細胞に比べ て非常 に著明 であつ

た ．・t の 他
一
般的に ， 癌細胞 と正常細胞 との 間 には 特有

な 変化 の差異 は 認 め られ な か っ た．

　5．放射線治療終了後の 変化

　放射線の 種類に よ り変化の 程度，時期，存続期閲等が

異 る が ， 本実驗の 場合は 枳当長い 期醐そ の 変化が 認 め ら

れ ， 例 えぱ x 線 ごは治療終了後 1カ 月，co6°，ラヂウム

では 2 ヵ 月以 上変化を認め ， 抗掴剤投興 中止 後 1 週間で

そ の 変化 が 減弱 す る こ と に比 べ て ，非常 に 長期間変化を

認め得たが ，木実驗患者 に就 い て は 目下尚線討 II匸で詳細

は 今 後 の 研 究 に俟 ち た い ．

　以上 ， 放射繍 殊 1，CXwt ，　 Co60 及 び ヲヂ ウ ム に よ る

影響 を腟塗抹飆胞 に よ っ て観察して，そ の 細胞学的変化

を放射線深 部 線 量 と対 比 し逐 時檢 討 を加 え，そ の 治療成

績を判定 した結果 ， 患者 に放射線障碍 の 現れない 限りは

1 クー
ル の 最少総深部量 を X 線1，

500r
，　 Coeo　 1

，
0eOr

， ヲ

ヂ ゥ ム は 4，eoOmgh　とし ， 必要 に應 じ更に大量を 與 え

る べ きで あ る とい う結論に達 し た．

　　　　　　　 第 V 章　む す び

　 手術不能子 宮頸癌患者に X 線 ， Co60及び ラ ヂ ウ

ム 治療を行 い ， そ の腟塗抹標木 を逐時作製 し， 放

射線深部線量 と關連 させ っ っ ， そ の影響 を觀察 し

た ．そ の 結果 は 次 の 通 りで あ る 。

　 1． 腟塗抹細胞 の放射線性變化 は ， 細胞質空 泡

形成 ， 染色性低下及び不透明化 ， 細胞膨大及び變

形 ， 核空泡形成 ， 核染色性低下，核膨大及 び 變

形 ， 多核細胞 の 出現等 で あっ た ．

　2． 放射線性影響に よ る特有な變化 は ， 細胞膨

大 ， 多核細胞出現及 び細胞質並 び に 核 の空泡形 成

等 で あ る が ， しか し こ れ らの 變化 は抗癌劑投與時

に も認 め られ た．

　 3． 赦射線 に よ る細胞膨大 の 際， 細胞質 と核 と

の 比 率 は一定不變 で あ る．抗癌劑投與時 に見 られ

た細胞縮小像 は認 め られなか つ た ．

　 4． X 線 ，
　 Co60及 び ラ ヂ ウ ム の 内，ラ ヂ ウ ム に

よ る影響 が最 も強烈 で ， 漑に 500mgh に變化 が現

わ れ た 、 X 線 と Co60 とを比較すれ ば，細胞 の 變

化 は X 線總 深部量 500r ，　 Co60糸窓深部量 100r で

出現 し， 細胞崩壊 も， X 線 1
，
400r

，
　 Co601

，
000r

で 出現 し， Co60 が X 線 よ りそ の 影響 が強度で あっ

た ．

　5． 放射線 は細胞分化 の低 い 細胞 ｝こ強 い 影響 を

與 え る た め ， 重層扁平上皮細胞中， 基底細胞及 び

深層細胞 に 早期 に變化 を示 し， 次第に表層細胞 へ

と變化 が及ぶ ．故に未分化 の 癌細胞に も早期 に 且

つ 強 い 影 響 を與 える ．

　 6． 癌細胞 に 封 する 著明な放射線性變化 は核空

泡形成 ，染色性低下 ， 膨大 ， 崩壊 ， 多核細胞 の 一

時的増加等 で あ り， 有糸分裂像 は僅少 な が ら認 め

られ ， 染色体 は散亂或 は凝集像 を呈 して い た ．

　 7． 腟塗抹細胞所見 よ り見れ ば，子 宮頸癌治療

に 必 要 な 1 ク ー
ル の 最少 總深部量 は，X 線 1，500r ，

Co60ユ
，
OOOrで ， ラ ヂ ウ ム は 4，000mgh で ある ．

　稿 を 終 る に 臨み 御指 導 ， 御校 閲 を賜 っ た 沢 崎 教 授 に 深

甚 な る 感 謝 の 意 を 捧 げ ， 教 室 今 本博 士 の 御助 言 ，御協力

に 謝意を 表 し ま す ．
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本 邦 初 製 晶 ！

高 単 位 ・持 続 性 黄 体 ホ ル モ ン 剤 完 成

男 膠 ゲ デ憾 1％
（包 装）

65mg 　 1管 及 び 3 管 入
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〔成 分〕　17一α 一ヒ ドロ ォ キ シ プ ロ ゲ ス テ ロ ン ヵ プ ロ ナ ー ト

〔轉　徴〕 ☆一
回 の 注射 に よ り約

一
週間以上 に 渉 る持 続性を 有す 。 ☆無痛性に し て硬結を

　　　　　残 さず。☆特殊 の 溶媒を用 い 、注射 液 の 粘稠 度少な

　　　　　ぎた め 容易 に 注射 し得。　 ☆価額低廉 。

〔適応症〕　習慣性流 ・早 産 、 切迫流産 、 黄体不全に よ る機能性

　　　　　出血 、無月経 、 不 妊等
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